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Ụᓮ功二㑻 

Ϩ ࡵࡌࡣに

࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡ Apriona japonica は、ࢳࡸ࣡ࢡ

ⴭしࡃ⾶ᙅࡍることもある。࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦᡂ

はኟᮇにฟ⌧し、ᐤのⱝᖺᯞを後㣗ࡍる。

尾、⏘༸ࡸ㣕⩧行ືは日୰に見られる。 

回、試験に使用ࡍる࢙ࣇンプロパトࣜン࢚

（ッド、（ᰴ）ఫ化学ࣇンࣅရྡ：ロၟ）ルࢰ

は、果ᶞ㢮の✸Ꮝᛶࢩ࣒࣑ࣜ࢟࢝㢮ࡸ⻍㢮のᗂ

ẅに㐺用がある（㎰林水⏘消費Ᏻ全ᢏ⾡セン

ターHP ㎰⸆Ⓩ㘓ሗ）。回、このࢰ࢚ルの

ᶞ木㢮（స≀ྡ）㸫ࢩ࣒࣑ࣜ࢟࢝㢮ᡂ（㐺用ᐖ

ྡ）㐺用ᣑ大を┠ⓗとして、（♫）日本᳜≀㜵

༠会の᪂㎰⸆実用ᛶ試験ጤクにより、┤᥋ᄇ㟝

による࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡおよび࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦᡂ

のẅ試験を行ったので、その概せについてሗ࿌

 。るࡍ

ϩ ヨ㦂᪉ἲ

㸯 ࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡᡂのẅ⋡ 

の✸Ꮝᛶᐖとして▱られて᮶たが、近ᖺはࢡࢪ

ᡂᆅのᗂ㱋林で⿕ᐖがከ発して⫱ࡸ㐀林ᆅ࢟ࣖࢣ

いる（Ụᓮ、2007㸹2016）。ኟᮇに⏘༸された༸は

ᖺෆにࡩ化し、ᗂはᐤᶞ体ෆにධし、⣅

Ꮝからࣛࣇスをฟしながら㍈方向にᆙ㐨をᘏ長

る。ᗂᮇ間は２㹼㸲ᖺで、ᆙ㐨長は㸲㹫以上ࡍ

に及ࡪことが▱られている。࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡᡂは

ኟᮇにฟ⌧し、ᐤのⱝᖺᯞを後㣗ࡍる。尾、

⏘༸ࡸ㣕⩧行ືはኪ間にά発になる。 

࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦ Anoplophora malasiaca は、

㢮の✸Ꮝᛶᐖとして▱られてきた（足ࢶ࢟ン࢝

立、1988）が、බᅬࡸ⾤㊰ᶞのࢹ࢚࢝㢮ࣁࡸンࣀ

㢮でも⿕ᐖが発生している（ᵐཎ、2015）。⏘༸࢟

はᆅ㝿近ࡃで行ࢃれ、Ꮴ化したᗂはᆅ㝿㒊を୰

心に㣗ᐖࡍる。」ᩘのᗂが✸ධࡍると、ᐤが

┿－㸯 ᐤࢆ後㣗ࢩ࣒࣑ࣜ࢟࢝ࡓࡏࡉᡂ㸦㸿ࡧࡼ࠾㹀㸸ࠊ࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡ－࢟ࣖࢣ㹁ࡧࡼ࠾㹂㸸
࠾㸦㸿ࣉッ࢝㏱᫂ࡓࡋ⨨にタࡵࡓ㏨ஸ㜵Ṇのࡧࡼ࠾㸧࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦ－ࢪ࣑ࣔࣁࣟ
㹁㸸���8ࡧࡼ ᖺ処理ࠊ㹀ࡧࡼ࠾㹂㸸���9 ᖺ処理㸧
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試験⸆は࢙ࣇンプロパトࣜンࢰ࢚ル（上

グ）である。2018 ᖺ㸵᭶ 23 日および㸵᭶ 31 日に

石ᕝ┴㔠ἑᕷ┴Ẹᾏබᅬにおいて、࣐ࣖグ࣡か

ら౪試をᤕ⋓した。ᤕ⋓したᡂは石ᕝ┴㎰林

総合研究センター林ᴗ試験場（ⓑᒣᕷ）᪻㣫⫱

⯋のᐊෆ条件下で試験実ࡲで⥔持した。㏱᫂プ

ࣛスࢳッ࢝ࢡップ（ᗏ面┤ᚄ 10cm、開ཱྀ㒊┤ᚄ

12Fm、高さ 8.5cm）でಶ体㣫⫱し、後㣗用にᩘ本

の࢟ࣖࢣのᯞをえた。雄および㞤౪試の体長

はそれࡒれ 29.6㹼37.0mm および 36.4㹼44.6mm で

あった。 

試験は㸱回⧞り㏉し行い（第１回：2018 ᖺ㸵᭶

30 日、第２回：㸶᭶１日、第㸱回：㸶᭶２日）、

⸆区㸳㹼㸴ಶ体に対して↓処理区㸳㹼㸴ಶ体を

比較した（表㸫１）。それࡒれのಶ体に⸆用の

前日から林ᴗ試験場ᶞ木බᅬの࢟ࣖࢣのᯞ（┤ᚄ

�.9㹼12.7mm）を後㣗さࡏた。ಶ体の㏨ஸを㜵Ṇࡍ

るたࡵに㏱᫂プࣛスࢳッ࢝ࢡップ２ಶを開ཱྀ㒊で

㈞り合ࡏࢃて、後㣗ᯞࡈとಶ体をࣂ࢝ーした（

┿㸫1A）。࢝ップᗏ面に┤ᚄ㸱mm ドࣜルࣅットで

10 ಶ⛬度の✰を開けた。⸆ᄇ㟝はそれࡒれ༗前

୰（9:00㹼11:00am）に࢝ップᗏ面に開けた✰にࣀ

。⣙㸳⛊間の┤᥋ᄇᑕしたᡂࡳルを差し㎸ࢬ

ᄇᑕ後にಶ体㣫⫱を行い、処理１時間後にືで、

かつ 24 時間後に回しないಶ体をṚஸとุ断し

た。 

の２ᖺ┠試験として࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡ、たࡲ 2019

ᖺ㸵᭶ 28 日および㸵᭶ 31 日に、同┴Ẹᾏබᅬ

で౪試をᤕ⋓した。ᤕ⋓したಶ体を試験実ࡲ

で同ᵝの方法で⥔持した。雄および㞤౪試の体

長はそれࡒれ 30.7㹼38.2mm および 34.3㹼39.2mm

であった。同ᵝに試験は㸱回⧞り㏉し行い（第１

回：2019 ᖺ㸵᭶ 29 日、第２回：㸵᭶ 31 日、第㸱

回：㸶᭶２日）、⸆区㸳ಶ体に対して↓処理区㸳

ಶ体を比較した。それࡒれのಶ体に⸆用の前

日から同ᶞ木බᅬの࢟ࣖࢣのᯞ（┤ᚄ 2.8㹼

7.9mm）を後㣗さࡏた。ಶ体の㏨ஸを㜵Ṇࡍるたࡵ

にࣇタ付き㏱᫂プࣛスࢳッ࢝ࢡップにより、後㣗

ᯞࡈとಶ体をࣂ࢝ーした（┿㸫1B）。࢝ップᗏ面

に┤ᚄ㸱mm ドࣜルࣅットで 10 ಶ⛬度の✰を開け

た。⸆ᄇ㟝はそれࡒれ༗前୰（8:00㹼9:00am）

に࢝ップᗏ面の✰にࢬࣀルを差し㎸ࡳᡂ⣙㸳

⛊間の┤᥋ᄇᑕした。2018 ᖺと同ᵝにṚஸをุ断

した。 

㸰 ࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦᡂのẅ⋡ 

2018 ᖺ㸶᭶㸱日に石ᕝ┴㍯ᓥᕷ⯤倉ᓥで、タ

ドࣜから౪試をᤕ⋓した。ᤕ⋓したᡂは同᪻

㣫⫱⯋のᐊෆ条件下で試験実ࡲで⥔持した。

㏱᫂プࣛスࢳッ࢝ࢡップでಶ体㣫⫱し、後㣗用に

ᩘ本のロࢪ࣑ࣔࣁのᯞをえた。雄および㞤౪

試の体長はそれࡒれ 21.8㹼31.4mm および 27.8

㹼33.0mm であった。 

試験は㸱回⧞り㏉し行い（第１回：2018 ᖺ㸶᭶

㸵日、第２回：㸶᭶㸶日、第㸱回：㸶᭶㸷日）、⸆

区㸳ಶ体に対して↓処理区㸳ಶ体を比較した

（表㸫２）。それࡒれのಶ体に⸆用の前日から

ᶞ木බᅬのロࢪ࣑ࣔࣁのᯞ（┤ᚄ �.7㹼12.7mm）

を後㣗さࡏた（┿㸫1C）。ಶ体の㏨ஸ㜵Ṇ、⸆

ᄇ㟝およびṚஸのุ断の方法は 2018 ᖺの࢝࣡ࢡ

。試験と同ᵝに行った࣑ࣜ࢟

の２ᖺ┠試験として࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦ、たࡲ

2019 ᖺ㸶᭶㸵日に、同ᓥで౪試をᤕ⋓した。ᤕ
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⋓したಶ体を試験実ࡲで同ᵝの方法で⥔持した。

雄および㞤౪試の体長はそれࡒれ 20.0㹼

29.3mm および 27.8㹼32.1mm であった。同ᵝに試

験は㸱回⧞り㏉し行い（第１回：2019 ᖺ㸶᭶ 10

日、第２回：㸶᭶ 12 日、第㸱回：㸶᭶ 15 日）、⸆

区㸲㹼㸳ಶ体に対して↓処理区㸲㹼㸳ಶ体を比

較した。それࡒれのಶ体に⸆用の前日からᶞ

木බᅬのロࢪ࣑ࣔࣁのᯞ（┤ᚄ 3.9㹼7.3mm）を

後㣗さࡏた（┿㸫1D）。ಶ体の㏨ஸ㜵Ṇ、⸆ᄇ

㟝およびṚஸのุูの方法は 2019 ᖺの࣑࢝࣡ࢡ

。試験と同ᵝに行ったࣜ࢟

であった（表㸫２）。ࡲた、2019 ᖺの第１㹼㸱回

処理においても⸆区ではṚஸ率100.0％であり、

↓処理区のṚஸ率は 0.0％であった（表㸫２）。 

㔝እで後㣗୰のࢩ࣒࣑ࣜ࢟࢝ᡂにẅをᄇ

㟝ࡍると、┤ちにⴠ下ࡸ㣕⩧を行い、その後の㏣

㊧がᅔ㞴になり、ຠ果ุ定が㞴しい。本研究にお

いて、２ᖺ間で࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡ 31 ಶ体およびࢲ࣐ࢦ

࣑ࣜ࢟࢝ࣛ 29 ಶ体に対して本を㸳⛊間の┤᥋

ᄇ㟝した結果、これらのẅ率は 100％であった。

ᄇ㟝後、ほとࢇどのಶ体は┤ちに㯞⑷≧ែになっ

たことから、༑分に⸆ᾮがかかるようにᄇ㟝ࡍる

と、ຠ果ⓗなẅが可能であࢁう。 
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ᡂのẅ試験において、2018࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡ ᖺ

第１回処理の⸆区における౪試㸳ಶ体に対ࡍ

るṚஸᩘおよびṚஸ率は、それࡒれ㸳ಶ体および

100.0％であった（表㸫１）。対↷ⓗに↓処理区に

おける౪試㸳ಶ体に対ࡍるṚஸᩘおよびṚஸ率

は、それࡒれ㸮ಶ体および 0.0％であった。この

傾向は第２回および第㸱回処理でも同ᵝであった

（表㸫１）。ࡲた、2019 ᖺの第１㹼㸱回処理にお

いても⸆区ではṚஸ率 100.0％であり、↓処理

区のṚஸ率は 0.0％であった（表㸫１）。 

、ᡂのẅ試験において࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦ

2018 ᖺ第１回処理の⸆区における౪試㸳ಶ

体に対ࡍるṚஸᩘおよびṚஸ率は、それࡒれ㸳ಶ

体および 100.0％であった（表㸫２）。対↷ⓗに↓

処理区における౪試㸳ಶ体に対ࡍるṚஸᩘおよ

びṚஸ率は、それࡒれ㸮ಶ体および 0.0％であっ

た。この傾向は第２回および第㸱回処理でも同ᵝ
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